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①市民会館木彫りの鳥の広場
◎全日本バードカービングコンクール・作品展

”
日
（
土
）
。
帽
日
（
日
）
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午
後
４
時
帥
分
（
杷
日
は
ｓ
時
帥
分
ま
で
）

「
第
１
回
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
１
」
が
”
日
・
杷
日
に
市
内
６
つ
の
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
人
と
鳥
の
共
存
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地
で
鳥
類
保
護
、

自
然
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
、
自
治
体
な
ど
が
我
孫
子
に
集
合
し
、
烏
を
題
材
と
し
た
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
ア
ピ
Ｉ
ル
し
ま
す
。

全国の作家・

愛好者が丹精こ

めて製作した作

品約300点を展示。

湖北中生徒によ

るジオラマ作品

もあります。

1
1

1WBL

態
、
鈩
壷蝿 も ： － 凸 一一二弓一一

◎視覚障害者のためのタッチカービングの展示

◎触れるはく製｡スキヤントークの展示
鳥の大きさや形を触って理解できる､はく製を

展示。鳴き声も聴けます。

◎マイバードペインティング教室
鳥のキットを組み立て、彩色を施すワークシ

ヨップ(子ども対象各日先着50人･1人200円）

受付時間17日13時、18日9時30分

．烏学講座｢ヤンバルクイナの発見と危機」
ヤンバルクイナは、山階鳥類研究所職員によ

やんぼる

って沖縄県の山原地方で発見されましたが、現

在、絶滅が心配されています。発見の際の状況

などについて紹介。

時間17日13時30分受付､14時から(定員900人）

◎ハンドバペツトを使ったタンチョウの飼育展示
北海道阿寒ツルセンターで行われている、ハ

ンドパペットを使った飼育(鳥の頭部をカーピン

グで作りヒナにえさを与える飼育)を紹介します。

◎伊豆罵晨のアホウドリのリアルタイム映像等

アホウドリの様子を臨場感溢れるライブ

映像で提供。
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0

平
成
、
年
か
ら
全
日
本
バ
ー
ド
カ

ー
ビ
ン
グ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
が
毎
年
、

我
孫
子
市
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
か
ら
は
、
我
孫
子
市
と
全
国

の
鳥
に
関
す
る
団
体
や
企
業
で
実
行

委
員
会
を
組
織
し
、
総
合
的
な
鳥
の

全
国
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

〃
鳥
を
楽
し
む
二
日
間
〃
を
合
い

百画

ス
■■■■■■■Ⅱ’

言
葉
に
、
充
実
し
た
企
画
が

く
ざ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
〔

実
行
委
員
会
構
成
団
体
我

烏
の
博
物
館
、
日
本
バ
ー
ド

や
ま
し
な

ン
グ
協
会
、
（
財
）
山
階
鳥
類

E－p一

※会場への無料シ

ャトルバスの時刻

表。イベント内容

のつづきは2面に

、r

②手賀沼親水広場水鳥との出会い､人との交流､賑わいの広場

皿フエステイバル本部(救護所）工コツーリズム関係展示
①エコツーリズム推進協議会回湖上バードウオッチング③我孫子野鳥を守る会

②新和ツーリスト(1iO時、13時S0分、15時）④シェアリングアース協会

各回先着30人｡集合は30分前から③アミューズトラベル ⑤タカの渡りネットワーク準備委員会

,回噴水前バードウオッチング④阪急交通社 ⑥田んぼでカワセミを育てる会

9時30分～15時まで随時実施⑤パシフイックツアーシステムズ⑦都立五日市高校
回愛鳥ポスター入選作品展③自然環境アカデミー/密漁対策連絡会
圃烏の写真＆俳句。短歌展 NGO，NPO,学生関係展示⑨豊岡市民研究所
圃烏の詩図鑑 ①日本鳥類保護連盟､サントリー、⑩日本雁を保護する会

山階罵類研究所団世界の烏の切手展⑪埼玉県生態系保護協会

我
孫
子
市
、

ド
カ
ー
ビ

類
研
究
所
、

か
盛
り
だ

0

（
財
）
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
（
財
）
日

本
野
鳥
の
会
、
日
本
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ

フ
ア
ー
ト
協
会
、
我
孫
子
野
鳥
を
守

る
会
、
こ
ち
ど
り
の
会
、
サ
ン
ト
リ

ー
（
株
）
、
（
株
）
文
一
総
合
出
版
、

（
社
）
日
本
望
遠
鏡
工
業
会
、
エ
コ
ッ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
（
株
）
阪
急

交
通
社

0

圃烏のお菓子の展示

回子ども工作教室（1人100円）

回ミニSL運行(1人100円）

、

グッズ展示･販売
⑪ナチユラリー

②フィールドファイン

③ｷﾝﾄー ﾌｪｲﾙｯﾄC
④烏工房AYA

⑨カロラータ

⑥我孫子野鳥を守る会

行政関係展示
1沖縄県国頭村ヤンバルクイナ

1鹿児島県出水市ツル

2山ロ県熊毛町ツル

2鳥取県米子市コハクチヨウ

3岐阜県関市カワセミ

3我孫子市オオバン

4茨城県牛久市野鳥

4新潟県豊栄市ガン・ハクチョウ

5宮城県圏尻町ヒシクイ

5宮城県伊豆沼ガン・ハクチョウ

6北海道海鳥センター

6阿寒国際ツルセンター

書籍展示・販売
四文一総合出版

図工．・ネットワーク

回世界文化社

団鳥海書房

回東海大出版会

⑤千葉大ガラパゴス ⑳カールツアイス⑨富士写亘究

⑯FAネットワーク ⑤協栄産業(販売）⑩ミノルタ
里

ノ
ー

人と烏が共存し手賀沼を 華
弱 れ る まち
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③市役所分館自然を考える広場
①傷病鳥獣救護講習会野生傷病鳥獣保護事業や傷病鳥獣救護について説明
②講演会「三宅島2000年噴火。野鳥への影響と島の将来」

ゆたか

三宅島自然ふれあいセンターの山本裕さんが、噴火前後の野鳥の状況について報告

日時18日①9時30分受付、10時から12時②12時30分受付、13時から14時

定員いずれも先着80人
一一ノ

バ
ー
ド
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル

▼バードフエステイバル会場。バス停案内図
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丘
の
道

あ
や
め
通
り

県
道
船
橋
我
孫
子
線

●⑤消防署
国道356号 公

園
坂
通
呵

～

鱗熱
一一一

④市民ブラザアートの広場
◎ワイルドライフアート作品展（5日から開催中）

水彩・油彩・バーニング・アクリル･版画などで描

かれた、多彩な鳥たちをご覧ください

日時10時から17時（18日は15時30分まで）

手賀沼ふれあいライン

2シャトルバス停留所
※お車でお越しの方は市役所駐車場をご利用ください。 L 三

⑤消防署烏学の広場驚浮榊溺驫謡幅靜薔訓鵜＃市役所鰯淨
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問
い
合
わ
せ
ジ
ヤ
パ
ン
バ
ー
ド
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
企
画
調
整
担
当
）
・
内
線
２
７
３

◎パネルディスカッション

｢サシバの渡りから見えてきたもの」

日時17日12時30分受け付け、13時から17時

費用2000円（教材費）

無
料
動
揃
ド
ル
バ
ズ
時
刻
表

（ 」

⑥烏の博物館世界の鳥の広場
「人と鳥の共存をめざして」をテーマに展開する企画展や常設展示

に加え、野鳥の写真展を開催

※17日･18日は入館無料です幽
一
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集

k ノ

【 ‐
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慰我孫子の農業を考えよう
宝令奄a宙と纂骨打的シ診珊

元気です1市民
一

募
集
区
画
＊
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市

民
農
園
：
応
区
画
＊
浅
間
前
新
田

市
民
農
園
・
・
・
１
１
２
区
画
（
い
ず
れ

も
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

利
用
で
き
る
方
市
内
在
住
の
方

〈
高
野
山
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
第
１

期
利
用
者
（
平
成
画
年
３
月
末
ま
で

野
蒙
づ
く
り
に
チ
ヤ
レ
コ
ゴ
！

一一一一一

｜
レ
コ
ヨ
Ｉ

い
園
集

用
者
を
募
集
あ
晨
鶴

一■

れ
験
脳

利
用
で
き
る
方
）
を
除
く
〉

利
用
期
間
平
成
畔
年
４
月
１
日
か

ふ
体
利

ら
平
成
巧
年
３
月
、
日

区
画
面
積
”
㎡
（
５
ｍ
×
６
ｍ
）
一
農
家
が
開
設
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い

利
用
料
金
年
額
９
０
０
０
円

※
申
し
込
み
は
、
ど
ち
ら
か
１
カ
所
体
験
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

の
農
園
の
み
と
し
、
応
募
ハ
ガ
キ
は
一
場
所
飯
塚
・
今
井
農
園
（
中
峠
）
、

｜
鈴
木
農
園
（
江
蔵
地
）
、
秋
田
農
園

１
世
帯
１
枚
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
往
復
ハ
ベ
布
佐
）

ガ
キ
に
「
市
民
農
園
利
用
希
望
」
、
区
画
面
積
鋤
泣
く
５
ｍ
×
６
ｍ
）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
利
用
期
間
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌

番
号
、
希
望
農
園
名
、
現
在
市
民
農
年
２
月
末
日
（
更
新
可
）

園
を
利
用
し
て
い
る
方
は
農
園
名
と
利
用
料
金
年
額
８
０
０
０
円

区
画
番
号
、
返
信
ハ
ガ
キ
に
申
込
者
農
園
施
設
給
排
水
施
設
残
菜
置

の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
哩
月
卿
き
場
な
ど

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
・
※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
一
我
孫
子
市
農
業
協
同
組
合
・
体
験
農

所
農
政
課
・
内
線
５
１
１
へ
！
園
係
雲
堅
３
１
２
１
へ

「
市
民
と
つ
く
る
我
孫
子
の
農
業
、

地
産
地
消
の
仕
組
み
作
り
と
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
農
家
と
消
萱
者
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

過
去
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
あ
び
こ
型
都

市
農
塞
は
、
多
面
的
な
機
能
を
生

か
し
つ
つ
、
安
全
な
農
作
物
を
生
産

し
、
顔
の
見
え
る
「
地
産
地
消
（
地

場
生
産
、
地
場
消
費
）
」
の
実
現
が

必
須
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
地
産
地
消
」

の
実
現
に
は
、
そ
の
仕
組
み
作
り
を

本
音
で
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
生
産

者
と
消
費
者
が
責
任
を
持
て
る
仕
組

み
作
り
、
土
作
り
や
環
境
に
優
し
い

農
業
生
産
、
家
庭
生
ご
み
の
リ
サ
イ

ク
ル
と
土
壌
還
元
、
顔
の
見
え
る
農

産
物
の
流
通
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
農
業
体
験
、
生
産
者
と
消
登
者
の

交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
の
個

ｂ
■
０
ｄ
Ｂ
Ⅱ
ｌ
■
■
０
１
１
０
１
Ⅱ
■

’’
1 別

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
生
産
者
、
消

費
者
、
流
通
、
行
政
、
関
係
機
関
の

代
表
、
来
場
者
が
幅
広
く
意
見
を
交

換
し
、
そ
の
展
開
の
方
向
を
探
り
ま

す
。日

時
・
場
所
哩
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
犯
分
か
ら
４
時
、
市
民
会
館

参
加
者
進
行
…
遠
藤
織
太
郎
さ
ん

（
白
山
在
住
、
農
学
博
士
）
生
産

者
…
染
谷
蕪
ざ
ん
（
古
戸
）
、
中
野

栄
さ
ん
（
中
里
）
、
野
口
善
一
ざ
ん

（
布
施
）
消
費
者
…
中
山
寛
子
さ

ん
（
久
寺
家
）
、
友
利
淳
子
さ
ん

（
中
峠
）
流
通
。
：
エ
ス
パ
我
孫
子

店
行
政
…
市
農
政
課
関
係
機
関

．
・
県
東
葛
飾
践
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
、
我
孫
子
市
農
業
協
同
組
合

定
員
１
５
０
人

参
加
費
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
来
場
者
に
は
野
菜
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
農
政
課
・
内
線
５
１

０

ｍ
月
１
日
付
け
で
、
消
防
本
部
職

員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
）

総
務
課
長
：
・
荒
井
和
夫
（
西
消
防
署

／ 、 ／ 、

は

消
防
本
部
職

千葉県地域づくりｱｲデｱｺﾝｸー ﾙ ますか｢届出済証｣｡銀孟,患
i届出済証
I‘箪出5偶名

礁境づくり条例」では､空’零畷蕊崇爾ゾ

貼られてい

県では、よりすばらしい地域社会

を形成するため、「地域づくり」に

ついての皆さんのアイデアを募集し

ています。

対象県内に在住･在勤･在学の方

(県内で活動している団体なども可）

内容地域づくりについてのアイデ

ア（まちづくり全般､環境･福祉

産業交通などの個別課題､地域資

源を生かしたまちづくりなど）を

400字詰め原稿用紙3枚以上(小

中学生は字数制限なし）にまとめ、

市の｢さわやかな環境づくり条例」では､空

きカンや空きピンなどの‘‘ポイ捨て”を防止す

るため､飲料用自動販売機の設置者に「回収容

器の設置と届け出」を義務づけています。

届け出の対象となる自動販売機は､屋外に設

置されているもので､市内には約1000台ありま

す｡届出済証が貼られていない自動販売機は、

すみやかに届け出をしてください。

なお$販売を廃止したときにも廃止の届け出

が必要です｡新しい販売機に入れ替えるときも｜

再度届け出をしてください。

問い合わせクリーンセンターa(87)0015

別紙に題名、氏名（団体は団体名、

代表者氏名､人数)、年齢､性別、

住所､電話番号､職業(学生は学校

名､学年)を明記して郵送。

電子メールでも受け付けています。

応募期限平成14年1月3旧（消印

有効）

送付先郵送…〒260-8667(住所

省略可)県庁地域政策課電子メー

ル'seisaku2@ml.prefchibajp

問い合わせ県庁地域政策課a043

(223)2221

|I屋外の

貝
の
人
事
異
動

飲
料
用
自
販
機
は

届
け
出
が
必
要
で
す

長
）

西
消
防
署
長
…
田
口
宏
（
予
防
課
長
）

予
防
課
長
・
由
唾
藤
（
総
務
課
長
補

佐
）

’

、 ノ 、 ノ

Ｉ
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9職員手当の状況

区分｜
､，｜配偶者’

(平成13年4月旧現在

我 孫子市

16,000円幽竃盲Ｆａ
Ｆ
Ｌを

』
一
↓
一

決
一
だ
一

扶
養
手
当

2人目まで1 人 6 , 0 0 0 円
3人目から1 人 3 , 0 0 0 円
16歳～22歳の子1人5,000円加算
配偶者なしの場合1人11,000円
母・父子家庭の場合1人16,000円

配偶者以外
の扶養親族我孫子市職員の給与の実態と定員管理の状況について、次のとおり公表します。

市職員の給与は、「地方公務員法」により、生計費や国。他の地方公共団体の給与､民
間企業の従事者の給与、その他の事情を考慮して定めるものとされています。そして、国
家公務員給与の人事院勧告などを考慮して、議会の議決を経て定められた「我孫子市一般
職の職員の給与に関する条例」や「我孫子市常勤の特別職の職員の給与等に関する条例｣、
その他の給与条例。規則によって支給されています。

問い合わせ総務課給与に関すること…内線209、定員管理に関すること…内線282

家賃12,000円を超える場合家賃に
応じて27,000円を限度に支給一

1,000円
（新築取得後5年間2,500円）

家賃11,000円を超える場合家賃に
応じて28,000円を限度に支給

住
居
手
当
一
通
勤
手
当
一
期
末
↑
勤
勉
手
当
一
退
職
手

借家の場合

住居所有者で、かつ主たる

生計維持者
上記以外の者

自宅居住者 9,200円
4,500円

定期代（1カ月)45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算(5,000巴を限度）

定期代（1カ月)45,000円までは全
額支給。それを超える部分は半額を
加算（5,000円を限度）

電車。バス
の利用者

調講
使用距離に応じ2,000円～20,900円を
支給

使用距離に応じ4,600円～23,900円を
支給1人件費の状況（普通会計決算）

（平成13年度支給割合）
(期末手当）（勤勉手当）
1．45月分0．60月分
1．60月分0．55月分
0．55月分
3．60月分1．15月分

人件費率
(B/A)

（平成13年度支給割合）

(期末手当 ）（勤勉手当）
1．45月分0.60月分

1．60月分0．55月分

0．55月分
3.60月分1.15月分

人件費
(B)

’ 平成11年度
の人件費率

実質収支歳出額
(A)

千円

28,880,524

住民基本
台帳人口

(支給期）
6 月 期
12月期
3月期

計

区分

霊年鬘|雛澱|洲讓|,,"8．溺|卿蕊|＄鋤%||‘"%｜
(注)1"人件費には､一般職員の給与､特別職の給料｡報酬､共済組合負担金等が含まれています。

2，実質収支とは､歳入繩-(歳出総額+翌年度へ繰り越すべき財源)をいいます。

｜
’

千円

9,552,673
平成
12年度 30.8％

千円

1,448,280
(平成13.3‘31現在）

128,983人 33.1％

:職艤， 有

(自己都合）（勧奨・定年）支
続
続
続
高

く
勤
勤
勤
最

ｊ
年
年
年
額

給季
20
25

35
限 度

ｊ
分
分
分
分

暗
月
月
月
月

者
０
５
０
０

己
ｐ
ｒ
石
ｐ

喧
麺
配
々
印

銅
分
分
分
分

定
頭
頭
明
媚

◇
６
５
７
７

奨
４
４
２
２

勧
３
４
６
６

－

2 一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）
給与 費

職員手当|鮴‘勤勉手当｜計(B)
1人当たり給
与費(B/A)

職員数
(A) 売豊鱈 定年時早期退職特別措置

（2％～20％の加算）
の
置

定年時早期退職特別措置
（2％～20％の加算）

区分
給料

■

|鬘|鱸|乳蕊驫霊鱸繍剛単鵲順脚跡伽､対。
1号俸千円

2,073,136

千円

7,590,883

千円

7,762

千円

4,336,060

千円

1,181,687
平成

13年度
978人

支給対象職員 数 1 , 0 2 6 人

支給率10％

国の制度（支給率）

職員全体に占める手当支給職員の割合32.0％

支給対象職員1人当たり平均支給年額44,562円

手当の種類（手当数）30種類

t表的な支給額の多い手当棚職員手当､職年鋤瀞当､群雛士手当
F当の名称多くの順に支継れている手当儲手当､獺手当､棚職員手当､清掃催手当

F成11年度支給総額269,392千円
（決算）職員1人当たり支給年額260千円

F成12年度支給総額244,818千円
（決算）職員1人当たり支給年額237千円

(注）職員手当には、退職手当を含みません。 調
整
手
当

’
1

、
『’
'1

m

』

3職員の平均給料月額。平均給与月額および平均年齢の状況

区分'蝿驫墨絵蚤驫驫齢|棚柵呼聯脾率蝿
技能労務職

繍蒻3伽15門470,860円'42崎'339,113円405β34円“2歳
臓晶難132‘,106円一’39臆'289,315円’－479歳

区 分 特
殊
勤
務
手
当

（
平
成
恒
年
度
決
算
）

我孫子市
(平成13.4.1雛）

405,334円 44.2歳42画6歳 339,113円377,615円 470,860円

国
(職12.4‘1雛）

代表的な
手当の名称

47.9歳289,315円39.9歳326,106円

(注)1.一般行政職等には､福祉職等の専門職員も含まれています。
2.給与月額とは、給料月額にその職員に支給される職員手当の額を加えたものです。

時
間
外
勤
務
手
当

平成11年度

（決算）
4職員の初任給の状況（平成13年4月1日現在）

平成12年度
（決算）我孫子市｜ 国

区 分 採用2年経過
後の給料月額

採用2年経過
後の給料月額初任給初任給 (注）1.水道事業会計の職員を除く一般職の職員釧象としています。

2期末'勤勉手当の支給割合は､平成13年度の人事院勧告に伴う引きW措置を含んでいません。I種189,000円
I種174,400円篭

203,800円
188,900円203,800円188,900円

一般行政職 1 1基~l＝■■可9一す写VlJIq曹曹9ピンVDJ

151,800円’163,800円’141,900円’151,800円 10職員定員の状況

(1)部門別職員数の状況（各年とも4月1日現在）

篝|鐺,2晶成,鑿|鰯｜
区

部

5職員の学歴別。経験年数別平均給料月額の状況(平成13年4月1日現在）

区分｜経験年数10年経験年数15年経験年数20年

-淵諏職壹簔菫魏::胃卿:禺測:：
技能労務職高校卒219,800円261,300円301,600円

対前年
増減数

主な増減理由

10
155
52

229
101
14
5

110

10
155
52

219
95
14
5

106

０
０
０
０
６
０
０
４

１一
一

議会
総務
税務
民生
衛生
農林水産
商エ
土木

一般行政職
一
般
行
政
部
門

介護保険職員の｢その他｣への移動等による減
退 職 不 補 充 に よ る 減(注）経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務してい

る場合には採用後の年数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期
間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。 事務の統廃合、縮小による減

6一般行政職の級別職員数の状況（平成13年4月1日現在） 小計’67616561－201－

教
消

育
防

０
３＋蕊

174

143

174

140
4級5級6級'7級'8級
主任係長諜雛課長部長計
67人211人49人40人24人507人

13｡2%41｡6%9.7%7｡9%4.7%100%

12.5%42｡4%9｡6%7｡2%4.7%100%

23.0％26.9％7．6％6.1％4.9％100％

｜区 分 1 級2級3級
標準的な職務内容主事補主事主駐事

職員数9人2 5 人 8 2 人

構成比1.8％4.9％16．2％

参'1年前の構成比1．0％5．6％17.0％
考'5年前の構成比2.5％123％16.7％

消防体制強化による増｜計
州
一
印

317
-

973

坐
》
毒

計
一
計

314
-

990

道
道
他

水
下
そ

０
０
３１十

35

20
33

35

20

20

公
》 水

の

篝
介護保険職員の｢民生｣からの移動による増

88113

1，0611－4
小計

計

75

1,065(注)1.標準的な職務内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職名です。
2‘職員数は､我孫子市一般職の職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によるものです。

今
ロ

(注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)定員適正化計画
市では､定員の適正化を図るため､一般行政､教育委員会､消防の各部門で定員適正化計画を定め

ています｡一般行政と教育委員会については削減､消防については増員するこの計画の内容と進捗状
況は､下記のとおりです。【計酬間:-隙棚平成9年-13年)､糒類会(平成11年-15年)､洲平成10年-14年)】

7昇給期間短縮の状況

代表的な職種｜
一般行政職|技能労務職’

512人’162人’

合計分区

職員数(A) 1,065人
平 成

12年度
部門区分8年9年

政羅計画増減数－2
部行実績十1
門職員数686687

箸計画増減数
委実績

雲職員数
消計画増減数

実績

防職員数’

｜
計
一
帽
”
’
一
毛
一
毛
一
一
州
一
州

年
１
’

１５

一
一

年
４
３

１４

＋

｜
僻
認
可
蝿
判
０
秘
冊
州
噸

６
７
４

普通昇給期間02～24月)を短
縮して昇給した職員数(B)

脾
一
毛
コ
雨

脾
司
一
毛
一
硴
一
判
一
判
一
祁
一
佃
一
栩
一
叩

脾
一
劃
一
判
一
肺
一
毛
一
劃
一
捌
一
０
’
０
両

12人 8人 0人

''2年度鰐〈舞職晉粥 一
醗
柵
門

1.1％ 1．6％ 0％

(注）職員数(A)は、12年度の採用職員を加えたものです。

(平成13年4月1日現在）特別職の報酬等の状況8 教
育
委
員
会’

報酬の月額
(輪1蝿月旧翻1

期末手当
（平成13年度支給割合）

給料の月額
(平成12剃月旧翻｝

区分区分 0

177

月
月
月
計

６
値
３

分
分
分
分

月
月
月
月

５
５
５
５

Ｏ
ｊ
５
７

２
２
０
４

期
期
期

930,000円｜

郷
議長

副議長

議員

540,000円

480,000円

450,000円

』
幽
岬 防

肖
、
、
〃
▽

’
138

■
Ｊ
Ⅱ
１
１
１
■
■
■
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
１
Ⅱ

－－
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集

飴
日ｉ百田

募

叩大を

を

二
貝定

人

き

八
叩
Ｕ

の
期
如
Ｗ

ｉ評
４
０
畠

好
一
弟
帖
州
脚

第
４
期
講
習
会
は
、
平
成
皿
年
１
月
か
ら

３
月
ま
で
、
市
内
８
カ
所
の
会
場
で
約
２
８

０
０
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
、
ま
っ

た
く
の
初
心
者
も
受
識
で
き
ま
す
。
ご
家
族

や
ご
友
人
と
一
緒
に
、
グ
ル
ー
プ
で
受
講
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
日
程
表
を
参
照

内
容
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文
字
入
力
、

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
利
用
、
電
子
メ
ー
ル
の
送

受
信
（
全
哩
時
間
）

対
象
県
内
在
住
の
加
歳
以
上
の
方

定
員
（
各
講
座
）
市
民
プ
ラ
ザ
・
由
人
、

市
民
体
育
館
．
・
和
人
、
湖
北
中
学
校
．
・
主
人
、

市
役
所
分
館
・
和
人
、
布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
・
・
売
人
、
日
本
電
気

（
株
）
我
孫
子
事
業
場
：
和
人
、
ジ
ャ
パ
ン
Ｏ

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…
ｍ
人
、
ブ
レ
イ
ン

ト
ラ
ス
ト
：
和
人
（
１
講
座
《
」
と
に
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
鉦
料
（
一
王
ス
ト
代
も
無
避

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
左
の
記
入
事

項
、
希
望
す
る
講
座
番
号
、
返
信
あ
て
先
を

明
記
し
、
ｎ
月
塑
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
１
１
１
９
２
荏
所
省
略
可
）
市
役
所

企
画
調
整
担
当
「
Ｉ
Ｔ
識
習
会
」
へ

丁
一 ．

申
し
込
み
に
際
し
て
の
注
意

①
希
望
す
る
講
座
番
号
は
第
４
希
望
ま
で
記

入
で
き
ま
す
。
日
時
・
会
場
に
こ
だ
わ
ら
ず

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
第
５
希
望
に

「
こ
だ
わ
ら
な
い
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

②
応
募
は
、
一
人
ハ
ガ
キ
－
通
と
し
ま
す

③
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
む
場
合

は
、
代
表
者
が
受
講
者
数
を
赤
色
で
記
入
し

て
く
だ
き
い
（
５
人
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
）

④
市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
託
児
室
を
用
意
し
て

い
る
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
お
子
さ
ん
の
人
数
と
年
齢
を
、
ハ
ガ
キ

の
余
白
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
対
象
は
１

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
ざ
ん
で
す
）

⑤
湖
北
中
学
校
、
布
佐
市
民
セ
ン
タ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
、
ジ
ャ
パ
ン
○
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
、
ブ
．
レ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
は
、

受
講
者
用
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
徒

歩
、
自
転
車
で
お
い
で
に
な
る
か
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

』
」
『
つ

受
講
決
定
の
通
知
哩
月
畔
日
頃
に
発
送
の

予
定

問
い
合
わ
せ
Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
務
局
宴
型

７
１
７
５

人
寓

程■
訂
、
１
１
１
１
１
１
１
’
ｑ
‐
、
ゴ

マ

第4 期 日
■ ■

… 卿 S贈り
函｢－ 鱸謡羽

平日・

休日の別

開 講日

2日目'3日目'4日目
開講日

3日目4日目

2／122/13

2/122/13

2/222/25

2/222/25

2/222/25

3/23/4

3/23/4

3/23/4

3/163/17

S/163/17

3／163／17

S/123/13

3/123/13

3/123/13

3/223/25

3/223/25

繩
溺 讓晶‘’

講座
番号

平日。
休日の別

開講時間 開講時間

！
1日目 5日目6日目

1/261／27

1/261/27

1/261/27

1／141／15

1／141／15

1／141／15

1/231/25

1/231/25

1/231/25

2/52/6

2/52/6

2/52/6

2/162／17

2/162/17

2/162/17

12/152/18

1日目

2/8

2/8

2/19

2/19

2/19

2/23

2/23

2/23

S/3

3/3

3/3

3/8

3/8

3/8

3/19

3/19

2日目

2／11

2/11

2/20

2/20

2/20

2/24

2/24

2/24

3/10

3/10

3/10

3/11

3／11

3/11

3/20

3/20

5日目

2/15

2/15

2/26

2/26

2/26

3/5

3/5

S/5

3/23

3/23

3/23

3/15

3/15

3/15

3/26

3/26

6日目

2／18

2／18

2/27

2/27

2/27

3/6

S/6

S/6

S/24

3/24

S/24

S/18

3/18

S/18

3/27

3/27

A251土・日|10:15～12:15

A261土｡日|13:00~15:00
A27±･日15:30～17:30

A28平。祝13:00～15:00

A29平･祝15:30～17:30

A30平・祝18:30～20:30

A31平10;15～12:15

1A32平13:00～15:00

|A33平15:30～17:30
A34平13:00～15:00

A35平15:30～17:30

1A36平|18:30～20:30

1A37土・日||10:15～12:15
A38'土・日|13:00～15:00

A39±・日15:30～17:30

A401平｡祝10:15~12:15

A41平。祝13:00～15:00

A42平･祝15:30～17:30

A43平13:00～15:00

A44平15:30～17:30

A45平18:30～20:30

A46平，土‘日13:00～15:00

A47平｡土･日15:30～17:30

A48平・土‘日18:30～20:30

A49土･日10:15～12:15

A50土・日13:00～15:00

A51土・日15:30～17:30

A52平10:15～12:15

A53平13:00～15:00

A54平15:30～17:30

A55平13:00～15100

IA561平|15:30~17:30

5 1／6 1／13 1/1911/20

1／6 1/1311/191/20

1/1311/191/20
1/811/91/11
1/811/911/11

1／6

1／7

1／7

1/711／8

1／161／18

1／161／18

1／161／18

1/281／29

1／281/29

1/281／29

2/22/3

2/22/3

2/212/3
2/812/11

1／9 1／11

1/2111/22

1/2111/22
1／2111／22

1/S0 2/4

1/S0 2/4

1/3012/4

’
2/9 2/10

2/912/104

’
2/912/10

2/1212/13
a a■ ■

嗣藪鰭憩雛:鱸‘鯛認
詞51罰:扉1回回

0

平日，
休日の別’ 蕊’ ’

開講日

2日目3日目

2/92／16

2/102/17

2/102/17

開講日

2日目3日目

1／111／17

1／111／17

1／161／22

1／161/22

1/251/31

1／251/31

1/SO2/5

1/302/5

2/82/14

2/82／14

2／132/19

2/132/19

2/222/28

2/222/28

2/273/5

2/273/5

3/8

瀧
鰐

平日・
休日の別

開講時間 開講時間
1日目

2/2

2/3

2/3

4日目

2/23

2/24

2/24

1日目

1/10

1/10

1／15

1／15

1／24

1/24

1／29

1／29

2/7

2/7

2／12

2/12

2/21

2/21

2/26

2/26

3/7

4日目

1／18

1／18

1／23

1/23

2／1

2／1

2/6

2/6

2／15

2／15

2/20

2/20

3／1

3／1

3/6

3/6

‐ ’
土
一
日
一
日

０
０

照
Ｂ
Ｓ

参
枢
陥

※
一
へ

記
釦
別

上
９
３

“
｜
鯛
一
鮒

B17平(ﾎ‘金）

B18平(ﾎ'金）

B19平(I('X)

B20平OI'X）

B21平休'金）

B22平(ﾎ'金）

B23平(1'ﾎ）

B24平(1'1)

B25平(ﾎ'金）

B26平(ﾎ’金）

B27平(1'ﾎ）

B28平(X'ﾎ）

B29平(ﾎ‘金）

B30平(ﾎ‘金）

B31平(X'ﾎ）

B32平(I'M)

B33平(ﾎ‘金）

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～12:00

13;00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～16:00

■

鰄鐡灘冨，

開講日

2日目3日目

2／122／14

2/122／14

3/3

3/ 53/7

S/ 5 3 / 7

S/10

S/123/14

3／123／14

3／17

瀧
鶴

平日。
休日の別 開講時間

1日目

2／11

2／11

3/2

3/4

3/4

S/9

3／11

3/11

3/16

4日目

2／15

2／15

3/8

3/8

3/15

3/15

9;00～12:00

13:00～16:00

9:00～16;00

9:00～12:00

13:00～16:00

9;00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

9:00～16:00

陥
一
朋
一
師
一
鵬

’

’
朋
一
叩
一
川
一
”
｜
叩

13

’’ d－

■ ■■
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■ Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ

■

(返信の裏面）目明
我
孫
子
市
役
所

叩
企
画
調
整
担
当

叩
「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
行

圓 往復ハガキ記入事項彌三勧自諏鋤 （
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
）

L－ 開講

2日目’
1／9

1／9

1／9

1/13

2/5

2/5

2/5

2/10

日
一
蠅
一
Ⅷ
｜
Ⅶ
｜
Ⅷ
’
一
一
那
加
一
加
一
一

’
＊左記の記入事項を参考にお申
し込みください。応募は一人
1通に限ります

◎グループでお申し込みの場合は、受
講者数を赤色で記入してください
（ただし、5人以内でお願いします）

◎市民プラザの託児室を用意した講座
の託児を希望される方は、お子さん
の人数と年齢を記入してください

座
号

講
番

平日。
休周の別 開講時間’

’
4日目

1／11

1／11

1／11

2/7

2/7

2/7

1日目

1/8

1/8

1/8

1／12

2/4

2/4

2/4

2/9

平’9:30~12:30
平13:30～16:30

平17:30～20:30

土°日9:30～16:30

平9:30～12:30

平13:30～16:30

平17:30～20:30

土。日9:30～16:30

囲
一
削
一
馴
一
雛
一
郎
一
剛
一
郎
一
剛
一

〒
剛
輔
純
第
第
第
第
第

配
我
遜
襲
門
己
△
丁
目

叩
ｎ
審
◎
号
爾
込
若
荏
駈

叩
○
○
○
○
様

目
（
申
込
者
氏
名
）

閨 |〒（往信の襲而）
|住所.氏名(ふ|)州，
|年齢｡性別･電話番号
|講座番号（例）
｜第1希望BOO
！第2希望A××
I第3希望D○×
｜第4希望A△△
’第5希望と肋噸｝
｜｜嘱旅棚'船訊I

q

l

I

*各会場の案内図は、受講決定
者への通知でお知らせします

■a

《 》
ロ

□ 1 』
言

■a

開 講日

2日目3日目

1／6

1/91/10

1/91/10

1／13

1／161／17

1／161／17

1/20

1/231/24

1／231／24

1／27

2/3

2/10

2/24

3/ 6 3 / 7

3/6 3 / 7

S/10

3／133／14

3/133/14

3／17

3/203/21

3/203/21

S/241-

回爵建屋峨勤講座
番号

平日。
休日の別

開講 時間
1日目

1／5

1/7

1／7

1／12

1／14

1／14

1／19

1／21

1／21

1／26

2/2

2/9

2/23

3/4

3/4

3/9

3/11

3／11

3/16

3/18

3/18

3/23

4日目

1／11

1／11

1／18

1／18

1／25

1/25

3/8

S/8

S/15

3/15

3/22

3/22

開講日

2日目3日目

1/91/10

1/91/10

1／161／17

1／161／17

1/231/24

1/231/24

1/301/31

1/301/31

2 / 6 2 / 7

2 / 6 2 / 7

2/132/14

2／132／14

2/202/21

2/202/21

2/272/28

2/272/28

S/63/7

3 / 6 3 / 7

S/133/14

3／133／14

土。日9:00～16:00

平9:00～12;00

平13:00～16:00

土。日9:00～.|6:00

平｡祝9:00～12:00

平‘祝13:00～16:00

土。日9:00～16:00

平9:00～12:00

平13:00～16;00

土。日9;00～16:00

土。日9:00～16:00

土。日9:00～16:00

土。日9:00～16:00

平9:00～12:00

平13:00～16:00

土°日9:00～16:00

平9:00～12:00

平13:00～1:6:00

土°日9:00～16:00

平｡祝9:00～12:00

平｡柵13:00～16:00

土。日9:00～16:00

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20･

H21

H22

H23

H24

H25

壜
H29

H30

H31

H32

H33

H34

雨ヨ

座
号

講
番

平日‘
休日の別

開講時間
4日目

1／11

1／11

1／18

1／18

1／25

1／25

2／1

2／1

2/8

2/8

2／15

2／15

2/22

2/22

S/1

3／1

S/8

3/8

3／15

3／15

1日目

1／8

1／8

1／15

1／15

1／22

1／22

1／29

1／29

2/5

2/5

2／12

2/12

2／19

2／19

2/26

2/26

3/5

3/5

S/12

3／12

平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平
一
平

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～12:30

13;30～16:30

9:30～12830

13:30～16:30

9;30～12:30

13;30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16;30

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16;30

9:30～12:30

13:30～16:30

凹
朋
一
剛
一
凹
図
剛
一
睡
盟
唖
睡
凹
幽
剛
一
剛
一
団
剛
一
剛
一
剛
一
睡
剛

’

11 ｜
●

a ■

訓珂シ1鯛ト《 副削

平目。
休日の別

開講日

3日目’4日目’5日目’6日目
一l－l－l－

日
一
一
一
油
一
一
一
一
一
一
一
一
川
一
一
一
一
２
一
一

一
伽
一

目６

’
３
｜

目

８
８

日
一
一
一
帥
一
一
一
一
一
一
バ
ー
一
一
厘
一
一
一
一

５

３
３

５
５
５
２
２
７
９
９

日
朋
一
訓
訓
那
一
那
那
一
ハ
ハ
ハ
ー
ね
ね
〃
一
胆
氾
一

４

３
３
３
３
３
３
３
３

講

４
４
４
０
０
６
８
８

開
澗
一
螂
加
那
一
訓
訓
一
ハ
ハ
ハ
｜
但
廻
胆
一
ね
尼
一

目

３
３
３
３
３
３
３
３

講座
番号

講座
番号

平日。
休日の別

開講時間 開講 時間
＝ー…･‐ｰ．‐1日目2日目

9:30～16:301／171／18

9:30～16:301/191/20

9:30～12:301/221／23

13:30～16:301/221/23

19:30～16:301/261/27

9:30～12;301/291/S0

13:30～16:301/291/30

18:30～20:301/291/30

9:30～16:302/22/3

9:30～12;302/52/6

13:30～16:302/52/6

18:30～20:302/72/8

9:30～16:302/92/10

9:30～12:302/122/13

13:30～16:302/122/13

，9:30～16:302/162/17

9:30～12:302/192/20

13:30～16:302/192/20

18:30~20:3012/192/20

囎
一
班
一
螂
一
螂
一
伽
一
晩
一
那
一
沈
一
油
一
Ｗ
ｌ
Ｗ
ｌ
Ｗ
ｌ
洲
一
洲
一
洲
一
Ⅶ
｜
螂
一
Ⅶ
｜
洲
一
Ⅶ

2日目

2/24

2/27

2/27

3/1

3/3

3/6

3/6

S/10

3/13

3/13

3/13

S/17

3/19

3/19

3/22

3/24

3/27

3/27

3/31

｜
捌
一
児
一
掲
一
糾
一
咽
一
施
一
″
｜
把
一
把
一
川
一
川
一
伽
一
鯛
一
川
一
陥
一
川
一
〃
｜
鵬
一
棚

平
一
畑
一
平
平
一
畑
平
一
平
一
平
一
畑
一
平
平
一
平
一
加
一
平
平
一
胡
一
平
一
平
一
平

日
日
日
日

・
平
平
一
平
畑
平
平
。
平
平
平
・
平
平
平
。
平
平
一
油

土
士
士
土

J2Q|
JZT'

J22

J23

J24

J25

J26

J27

J28

J29

J30

J31

J32

J33

J34

J35

J36

J37

J38

9:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

18:30～20:30

9:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

18;30～20:30

9:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

18:30～20:30

9:30～16:30

9:30～12:30

13:30～16:30

9:30～16:30

1／24

1／24

1/31

1/31

1/31

2/7

2/7

2/12

「
一
二
一
一
一
一
恥
一
二
〃
一
一
一
二
一
胆

５

７

２

２

４
６

一
一
一
一
一
一
恥
一
一
一
バ
ー
一
一
一
一
一
”

２

２

一
価
伽
一
刎
刎
酬
一
加
加
加
一
那
洲
一
血
〃
血

2／14

2/14

2/21

2/21

2/21

p
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タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
論
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
：
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
空
理
１
１
１
１

で
か
け
て
壺
哺
地
区
噌
く
鍋
譽

み
ま
せ
ん
か
蠅
日
謝
鰡
鮭
裁
継
）

リ
ラ
イ
ク
ル
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
展
示
（
両
日
）
§
・
絵
画
、
書
、

生
け
花
、
木
彫
り
、
写
真
、
は
が
き

日
皿
月
奉
日
官
而
時
～
砕
時
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
し
花
絵
、
デ
コ

所
ふ
れ
あ
い
工
房
パ
ー
ジ
ユ
ほ
か
喫
茶
室
（
画
日
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
駐
…
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
ケ
ー
キ
（
有

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
料
）
体
験
コ
ー
ナ
ー
定
旦
…

問
同
工
房
壷
（
妬
）
５
５
０
０

パ
ー
チ
メ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
・
押
し
絵

日
。
内
①
哩
月
１
旦
士
）
～
５
日

（
水
）
．
：
水
墨
画
、
水
彩
、
日
本
画
、

グ
ワ
ッ
シ
ュ
、
パ
ス
テ
ル
、
色
鉛
筆

②
８
日
（
土
）
～
廻
日
（
水
）
…
油
彩
、

い
ず
れ
も
、
時
～
四
時
（
５
日
と
哩

日
は
喧
時
犯
分
ま
で
）

所
市
民
プ
ラ
ザ
（
入
場
無
料
）

問
鈴
木
實
錘
）
０
９
０
０

表
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
麺

～
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
～

日
返
月
妬
旦
旦
科
時
開
演

所
市
民
会
館

演
奏
曲
目
喜
歌
劇
言
う
も
り
」

序
曲
。
：
ヨ
ハ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
１
番
変
ロ
短
調
…
チ

ヤ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
交
響
曲
第
５
番

「
運
命
」
ハ
短
調
…
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

指
揮
柳
澤
寿
男
ざ
ん

土
鳶
ご
ろ

ピ
ア
ゾ
独
奏
岡
田
将
さ
ん

演
奏
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団

費
７
０
０
円
、
前
売
り
ベ
ア
チ
ケ

ッ
ト
ー
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

入
場
券
販
売
所
平
賀
書
店
、
荒
井

誉
店
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

問
竹
内
實
獺
）
０
４
７
３

日
．
：
日
時
、
所

第
柘
回
絵
画
展

お
茶
席
愈
日
ｍ
時
か
ら
）
・
・
・
一
席

３
０
０
円

所
・
問
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

蚕
（
理
）
９
９
８
８

我
孫
子
市
芸
術
舞
踊
協
会
公
演

窩
播
創
作
バ
レ
エ
研
究
所
郵
立
釦
周
年
記
念

日
・
所
ｎ
月
奉
日
（
日
両
時
犯
分

鬮
蝿
市
民
会
館
（
入
場
無
料
）

内
月
光
と
ピ
エ
ロ
（
シ
ヤ
ウ
テ
ィ

ン
グ
・
フ
オ
ッ
ク
ス
と
の
合
同
作
品
）
、

キ
ツ
ネ
の
嫁
入
り
（
創
作
バ
レ
エ
）

問
高
橋
實
聖
１
７
４
３

混
声
合
唱
団
「
響
」

第
５
回
定
期
演
奏
会

日
哩
月
９
日
（
日
面
時
關
換

所
市
民
会
館

演
奏
曲
目
風
の
詩
集
、
ふ
る
さ
と

の
四
季
、
タ
ン
ゴ
の
世
界

り
ょ
、
７
た
一
○
つ

指
揮
脇
田
陵
多
郎
ざ
ん

ピ
ア
ノ
演
奏
神
田
晋
一
郎
ざ
ん

蚕
助
出
演
白
山
中
学
校
合
唱
部

蜜
８
０
０
円
（
全
席
自
由
）

入
場
券
販
売
所
平
賀
書
店
、
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

問
稲
葉
實
蓮
２
０
５
３

県
立
養
護
学
校
流
山
高
等
学
園

Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
祭

日
。
所
ｎ
月
娼
日
（
日
）
９
時
喧
分

：
場
所
、
内
・
・
・
内
容
、
種
：
・
種
目
《

苦
し
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、

自
分
な
り
の
幸
せ
を
見
出
し
、
輝
い
大
人
の
折
り
紙
教
室

て
い
る
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
映
像
日
。
所
、
月
奉
旦
木
）
９
時
弛
分

を
、
音
楽
に
の
せ
て
紹
介
し
ま
す
～
廻
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

出
：
・
出
席
者
。
出
演
者
な
ど
、
対
・
斗
・
対
象
。
定
員
、
持
：
．
持
参
、
蓑
用

日
・
所
皿
月
唱
日
（
日
而
時
～
喧

時
、
平
和
台
病
院
（
入
場
無
料
）

内
講
演
「
将
来
ボ
ケ
な
い
た
め
の

予
防
策
」
（
喝
時
）
…
阿
部
俊
昭
さ

ん
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
教
授
）
、

し
ぴ

「
腰
の
病
気
、
歩
く
と
足
が
庫
れ
て

止
ま
っ
て
し
ま
う
」
（
狸
時
）
…
伊

藤
達
雄
さ
ん
重
皐
女
子
医
科
大
学

教
授
）
、
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
無

料
骨
密
度
診
断
、
救
急
車
・
消
防
車

の
展
示
、
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店
ほ
か

問
同
病
院
雲
聖
１
１
１
１

～
砕
時
犯
分
、
県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
（
流
山
市
野
々
下
２
の
４

９
６
の
１
）

内
生
徒
が
職
業
実
習
で
作
っ
た
農

作
物
、
植
物
の
苗
、
手
織
り
・
藍
染

め
の
手
芸
製
品
、
縫
製
品
、
陶
磁
器
、

木
工
製
品
な
ど
の
販
売
、
製
作
体
験

コ
ー
ナ
ー

問
同
学
園
冥
錘
０
２
０
０

日
・
所
皿
月
型
日
（
土
浦
時
～
瞬

時
、
成
田
信
用
金
庫
我
孫
子
支
店
駐

車
場
（
雨
天
実
施
）

内
地
元
商
工
業
者
に
よ
る
バ
ザ
ー

ル
、
子
ど
も
く
じ
引
き
ほ
か

主
寿
商
店
会

間
渡
辺
雲
型
）
０
８
１
０

日
廻
月
９
日
（
日
）
９
時
犯
分
～
皿

時
（
雨
天
の
場
合
唖
日
に
延
期
）

所
湖
北
台
中
央
公
園

内
格
安
の
掘
り
出
し
物
、
模
擬
店

間
同
保
育
園
愛
諏
）
５
０
０
５

平
和
台
病
院
第
稻
回
健
康
ま
つ
り

Ｉ
地
域
に
つ
な
げ
る
医
療
と
福
祉
～

’
’
’

第
６
回
秋
の
寿
ま
つ
り

地
球
の
ス
テ
ｉ
ジ
パ
ー
ト
２

第
６
回
秋
の
寿
ま
つ
り

つ
ば
め
共
同
保
育
園
バ
ザ
ー

日
哩
月
８
日
（
土
）
哩
時
開
演

所
湖
北
地
区
公
民
館

費
１
０
０
０
円
筌
席
自
由
）

チ
ケ
ッ
ト
予
約
・
問
電
話
で
福
祉

の
街
を
つ
く
る
会
・
川
畑
貢
の
）
４

２
９
４
（
画
時
～
画
時
）

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

曰
。
所
ｎ
月
型
日
（
土
）
９
時
如
分

～
哩
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

内
カ
レ
ー
と
ジ
ャ
ム
の
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
、
パ
ン
プ
デ
イ
ン
グ
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
ド
リ
ン
ク

対
市
内
の
小
学
生
、
酔
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

費
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

き
ん

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ｎ
月

”
日
ま
で
に
湖
北
地
区
公
民
館
垂

（
詔
）
４
４
３
３
画
（
詔
）
７
７
２
０

日
哩
月
１
日
王
）
叫
時
釦
分
開
演

所
柏
市
民
寺
漆
套
館
（
入
場
鉦
避

演
奏
曲
目
舞
曲
：
．
ス
ザ
ト
ー
、
ク

リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
…
コ
レ
リ
、
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
ほ
か

演
奏
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ヴ
イ
ヴ
ア

ー
チ
エ

問
出
口
貧
粟
）
６
７
０
２

前
進
座
創
立
両
周
年
記
念
公
演

‐
匡
浦
綾
子
原
作
「
母
」
‐

日
哩
月
５
日
（
水
）
嘔
時
如
分
開
演

所
ア
ミ
ユ
ゼ
柏

費
４
８
０
０
円
（
当
日
５
５
０
０

円
）チ

ケ
ッ
ト
販
売
所
・
問
東
葛
教
職

員
組
合
冥
鍾
１
２
９
１

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

持
筆
記
用
具
、
昼
食
里
辛

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
１
７

費
、
申
。
：
申
し
込
み
、
問
…
問
い
合
わ
せ
、

■
Ｌ
‘
■
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｌ
■
Ｌ

｜
↓ 日

・
所
哩
月
９
日
（
日
）
５
時
加
分
、

我
孫
子
駅
北
口
集
合
（
雨
天
の
場
合

は
中
止
）
〈
バ
ス
利
用
〉

行
程
本
栖
湖
～
竜
ヶ
岳
（
本
栖
湖

畔
）
を
４
時
間
の
登
山
ハ
イ
キ
ン
グ

対
全
行
程
を
歩
け
る
印
歳
く
ら
い

ま
で
の
方
、
先
着
釦
人

餐
６
０
０
０
円
葆
険
料
を
含
む
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

ｎ
月
群
日
（
必
着
）
ま
で
に
天
王
台

６
の
５
の
９
谷
川
則
行
賓
認
）
２
９

７
０

内
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

対
先
着
奉
人

費
６
０
０
円

持
つ
ま
よ
う
じ
２
本
、
木
工
ボ
ン

ド
、
も
の
さ
し
、
は
さ
み
、
ゴ
ミ
袋

申
電
話
で
湖
北
地
区
公
民
館
垂

（
詔
）
４
４
３
３

県
女
性
セ
ン
タ
ー
露
座
『
世
界
の
中
の
日
奉
」

５
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
を
持
っ
て
～

日
ｎ
月
配
日
永
）
、
返
月
喝
日

（
木
）
、
鱈
日
（
火
）
、
い
ず
れ
も
ｎ
時

～
喧
時
（
受
講
料
無
料
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

対
県
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
“
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
「
世
界
の
中

の
日
本
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
ｎ
月
加
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
８
８
２

柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
さ
わ
や
か

ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
内
千
葉
県
女
性
セ

ン
タ
ー
垂
（
犯
）
８
６
０
２

日
。
所
廻
月
ｎ
日
（
火
）
、
廻
日
丁
目
）

（
水
）
９
時
犯
分
～
巧
時
犯
分
〈
全
２
対
各
先
着
加
入

回
〉
、
市
民
会
館
（
参
加
無
料
）
申
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

内
ビ
ル
室
内
清
掃
講
座
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
希
望
講
座
名

対
和
人
（
応
募
者
多
数
時
抽
選
）
を
明
記
し
、
中
峠
台
１
の
５
岡
田
方

持
筆
記
用
具
、
昼
食
里
子
賓
理
１
０
０
０
璽
理
３
２

市
民
登
山
教
室

日
・
内
①
皿
月
四
日
・
郡
旦
月
）

嘔
時
犯
分
～
、
時
．
：
「
表
現
す
る
こ

と
」
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん
（
桜
美
林
大

学
助
教
授
）
②
ｎ
月
幻
日
・
聖
日

（
水
而
時
扣
分
～
哩
時
ｍ
分
：
「
古

代
エ
ジ
プ
ト
・
テ
ー
ベ
の
歴
史
と
文

化
」
近
藤
二
郎
き
ん
（
早
稲
田
大
学

助
教
授
）
③
ｎ
月
迦
日
・
聖
日
（
水
）

畔
時
“
分
～
妬
時
ｍ
分
：
「
文
化
人

類
学
を
学
ぶ
」
西
村
雅
夫
さ
ん
（
早

稲
田
大
学
助
教
授
）

所
あ
び
こ
文
化
学
園
（
湖
北
台
１

一
衛
星
放
送
に
よ
る
早
稲
田
大
学

一
無
料
公
開
講
座

年
齢
、
電
話
番
号
、
返
信
用
あ
て
先

を
明
記
し
、
皿
月
聖
日
（
必
着
）
ま

で
に
中
峠
２
６
０
７
（
社
）
我
孫
子
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
實
配
）
２

２
０
０

日
・
所
哩
月
１
日
（
土
）
喝
時
犯
分

～
妬
時
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
バ
ン
ド
演
奏
、
ゲ
ー
ム
ほ
か

費
１
０
０
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
垂

（
お
）
５
２
３
３

市
長
杯
争
奪
開
喜
大
会
兼

↑
日
本
棋
院
会
員
大
会

日
・
所
哩
月
２
日
（
且
９
時
受
付
、

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

競
技
方
法
ス
イ
ス
方
式
５
ク
ラ
ス

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
お
よ
び

連
盟
加
入
者
、
日
本
棋
員
会
員

費
２
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

囲
碁
教
室
、
時
～
皿
時
如
分

た
ま
き

ゲ
ス
ト
玉
城
忍
ざ
ん
（
６
段
）

申
当
日
会
場
へ

問
山
口
實
鋸
）
１
４
１
８

ホ
ツ
ト
ポ
ツ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
会

主
…
主
催
。
共
催

〆 、

我孫子第1小学校地域交流教室

土‘日曜日と夜間も開放

井戸水を利用している皆さんへ 高齢者のインフルエンザ

予防接種のお知局せ年に1回は水質検査を
対象①65歳以上の方(65歳の誕生日から）

②60歳以上65歳未満の方で心臓､じん臓もしくは呼吸

器の障害により日常の生活が極度に制限される方、また

はヒト免疫不全ウイルスによる重度の免疫の機能障害を

有する方で､ｲﾝﾌﾙｴﾝザ予防接種を希望する方

実施時期平成14年2月28日まで

実施方法市内委託医療機関で､直接受けてください

費用負担500円（生活保護世帯は無料となりますが、

｢休日夜間等医療受給証｣を提示してください｡）

持参保険証など住所生年月日が確認できるもの

問い合わせ保健センター冠(87)1131
ノ

教育委員会では、地域の皆さんが趣味や文化活動に

利用できる場所として、市内各地域の小学校余裕教室

を地域交流教室として開放しています。

今ロ第一小学校地域交流教室が士日曜日と夜間

も利用できるようになりました。ぜひご利用ください。

利用教室数普通教室2教室

利用時間午前9時から午後9時

利用方法社会教育課へ申し込みを

※営利宗教･政治活動などの利用はできません。

※車での来場はできません。

問い合わせ教育委員会社会教育課遍(85)1151

市では､市内を1平方キロメートルごとに区切り､合計34カ

所で地下水の水質調査を実施しています。

平成12年度の調査結果は､大腸菌群数で15カ所､硝酸性窒素

および亜硝酸性窒素で7カ所の上水道の水質墓準に適合しない
ところがありました。

井戸水を利用する場合は､1年に1回は必須項目(大腸菌群な

ど10項目）の水質検査を行ったうえでの利用が望ましいと考え

ます｡水質検査は柏保健所等で､有料で行っています。

問い合わせ地下水の調査結果･･手賀沼課･内線569､井戸水

の水質検査の申し込み…柏保翻験査課a(67)1255 ’

一

一一
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日
・
所
ｎ
月
鵡
日
（
旦
加
時
～
畔

時
弧
分
、
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
失
語
症
者
の
交
流
会
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

対
失
語
症
の
方
、
先
着
１
０
０
人

賛
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
用
童

申
直
接
会
場
へ

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
垂

（
認
）
０
１
４
１

日
・
所
ｎ
月
零
日
（
祝
）
、
幻
日

（
火
）
、
時
～
哩
時
、
つ
く
し
野
第
５

号
公
園
（
根
戸
小
学
校
そ
ば
）
〈
雨

天
の
場
合
は
中
止
〉

内
指
導
員
に
よ
る
ペ
タ
ン
ク
の
講

習
・
実
技
と
モ
デ
ル
球
技

対
市
内
在
住
の
中
高
年
の
方
、
先

着
、
人
（
参
加
無
料
）

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ｎ
月

、
日
ま
で
に
栗
原
云
興
⑫
９
６
７

２
１
１
１
１
‐
‐
‐
・
旧
■
梱
畑
咀
１
川
１
１
‐
‐
－
１

第日
。
所
哩
月
２
日
（
且
９
時
～
晒

時
”
分
、
柏
市
中
央
公
民
館
（
柏
市

役
所
隣
り
）

内
子
育
て
教
育
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
（
全
体
会
、
５
分
科
会
）

費
５
０
０
円
（
資
料
代
）

我
孫
子
失
語
症
友
の
会

「
生
き
が
い
探
検
講
座
ｘ
・
健
康
篇
」

一
三
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
哀
タ
ン
ク
」
体
験
講
習

第
郵
回
柏
市
教
育
対
話
集
会

（
並
木
・
１
歳
３
カ
月
）

お
や
ま

小
山
ゅ
り
ち
ゃ
ん

３
回
「
あ
ゆ
み
」

０

こ
や
か

※
保
育
あ
り
（
保
育
料
２
０
０
円
）

申
直
接
会
場
へ

主
・
問
柏
市
教
育
対
話
集
会
実
行

委
員
会
貧
鍾
１
２
９
１

日
・
所
毎
週
火
曜
日
（
月
４
回
）

ｍ
時
～
皿
時
如
分
、
市
民
会
館

内
ア
メ
リ
カ
人
講
師
に
よ
る
英
会

話
レ
ッ
ス
ン

対
中
学
３
年
生
程
度
の
英
語
力
が

あ
る
方
、
哩
人
程
度

費
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
額
３

０
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
渡
辺

容
圃
（
露
）
０
４
０
１

小
規
模
福
祉
作
業
所
「
む
つ
ぽ
し
」

粋
年
度
臨
時
職
員

勤
務
日
月
～
金
曜
日
９
時
～
幻
時

勤
務
地
同
作
業
所
（
柴
崎
８
２
３

の
１
）

日
哩
月
２
旦
日
）
①
ｎ
時
～
哩
時
、

②
叫
時
～
喧
時
（
参
加
無
料
）

所
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ

申
直
接
会
場
へ

主
グ
ル
ー
プ
ｗ
・
堀
部
念
０
４
７

（
４
１
２
）
２
５
８
９

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

エ
ッ
セ
イ
・
提
言
の
書
き
方
教
室

～
自
分
の
考
え
を
書
こ
う
～

中
村

な
か
む
ら

（
高
野
山
。

｜

け
い
と

敬
斗
ち
ゃ
ん

１
歳
３
カ
月
）

ﾙ』１

１

１

４

０

１

■

１

１

Ⅱ

１

６

０

Ⅱ

１

！

１

１

１

．

９

卸

■

・

Ｈ

１

－

０

■

お
し
ら
せ

勤
務
内
容
障
害
者
へ
の
農
作
業
の

指
導
な
ど

対
障
害
者
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方
、

１
人

※
賃
金
、
勤
務
条
件
、
申
し
込
み
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
電
話
で
ｎ
月
犯

日
ま
で
に
同
作
業
所
・
原
田
愛
墾

６
２
５
８
（
昼
間
）
實
塾
７
２
７

２
（
夜
間
）

日
ｎ
月
爽
日
（
月
）
９
時
如
分
～
ｕ

時
輻
分
、
喝
時
～
お
時
犯
分

所
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

間
生
活
支
援
課
・
内
線
３
７
７

県
立
東
葛
飾
高
校
定
時
制

成
人
の
特
別
入
学
者
選
抜

県
立
東
葛
飾
高
校
定
時
制
課
程
で

は
、
成
人
の
入
学
促
進
を
図
る
た
め
、

如
歳
以
上
の
中
学
卒
業
者
を
対
象
に
、

学
力
検
査
を
免
除
し
、
作
文
と
面
接

に
よ
る
「
成
人
の
特
別
入
学
者
選
抜
」

を
行
い
ま
す
。

試
験
日
２
月
率
日
（
火
）

※
出
願
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
県

立
東
葛
飾
高
等
学
校
實
娼
）
４
２
７

１忘れずに納めましょう 申費内所日

健
康
体
操
会
員

献
血
に
ご
協
力
を

納期限
(口睡語日）

毎
週
月
曜
日
喧
時
～
遍
時
釦
分

根
戸
近
隣
セ
ン
タ
ー

ス
ト
レ
ッ
チ
と
健
康
体
操

月
額
３
５
０
０
円

電
話
で
染
谷
實
錘
）
５
６
４
６

●

■
Ｏ
ｈ
ｌ
■
９
■
６
，
１

日
・
所
ｎ
月
型
日
（
水
）
鱈
時
釦
分

～
巧
時
犯
分
、
市
民
会
館

※
年
末
調
整
等
に
必
要
な
書
類
を
会

場
で
配
布
し
ま
す

※
案
内
状
が
届
い
て
い
る
方
は
、
年

末
調
整
関
係
諸
用
紙
請
求
書
を
持
参

し
て
く
だ
き
い

問
柏
税
務
署
法
人
課
税
第
２
部
門

垂
（
妬
）
２
３
２
１

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。
（
喪
用
無
料
）

日
・
所
皿
月
聖
日
（
木
逼
時
犯
分

～
暉
時
犯
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

申
電
話
で
介
護
支
援
課
冥
蓮
１

４
１
１

日
・
所
廻
月
５
日
（
水
滴
時
～
晒

時
犯
分
、
市
民
会
館

内
所
得
税
の
青
色
決
算
書
の
作
成

方
法
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
説

明
、
確
定
申
告
書
新
様
式
の
説
明

問
柏
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

垂
（
妬
）
２
３
２
１

社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を
希
望

す
る
方
を
対
象
に
、
各
施
設
の
職
員

に
よ
る
個
別
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
。
所
哩
月
８
日
（
土
遍
時
如
分

～
直
時
鋤
分
、
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会

議
場
２
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

費
無
料

間
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
壷

■

ｂ

■

Ｏ

Ｌ

■

福
祉
の
仕
事
戟
職
フ
ェ
ア
。
ｍ
ち
ぱ
－

１
１
１
１

匡捌届く糖凱､声＝
青
色
塞
雲
・
消
塞
税
等
の
説
明
会

年
末
調
整
等
の
説
明
会

痴
唇
つ
に
関
す
る
医
療
相
談

テレホンガイド
声の便利帳
TELIS5)5000

’

オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
の
情
報

は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
一
四
０
１
２
０
１

ぉ
溌
篭
誌
忽
お
毒
く
だ
さ
い
。

問
我
孫
子
警
察
署
實
堅
０
１
１

０日
１
月
訓
旦
木
遣
時
～
嘔
時

所
千
葉
県
教
育
会
館
（
県
庁
そ
ば
）

内
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
経
済
～

自
己
責
任
原
則
と
預
金
保
険
制
度
～
」

講
師
…
齋
藤
糖
一
郎
さ
ん
（
立
教
大

学
教
授
）

対
５
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
講
演
会

名
を
明
記
し
、
１
月
暉
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
６
０
１
８
６
６
７
荏

所
省
略
可
）
県
庁
県
民
生
活
課
内
県

金
融
広
報
委
員
会
壷
０
４
３
（
２
２

３
）
２
２
９
３
画
０
４
３
（
２
０
１
）

２
６
１
３

日
ｎ
月
丞
日
（
水
）
～
犯
日
（
金
）
、

時
～
嘔
時
（
全
３
日
間
）

所
成
田
赤
十
字
病
院

内
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

と
手
当
、
病
気
の
看
護
や
子
育
て
に

必
要
な
知
識
と
技
術

対
全
日
程
出
席
で
き
る
方
、
先
着

知
人
（
５
人
未
満
は
中
止
）

費
１
０
０
０
円
（
教
材
堂

申
ハ
ガ
キ
に
講
習
名
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
勤
務

先
（
学
生
は
学
校
名
）
を
明
記
し
、

〒
２
８
６
１
８
５
２
３
成
田
市
飯
田

町
”
の
１
成
田
赤
十
字
病
院
壷
０
４

７
６
（
型
）
２
３
１
１

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
躍
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

０
４
３
（
２
４
８
）
１
２
９
４

金
融
・
経
済
講
演
会

赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

オ
ウ
今
蘂
雲
藝
特
別
一
手
配
匡
一
露
力
を

講
習
会
一

"i'月は
動物による危害防止

対策強化月間です

平成13年度東葛飾地区政治学級

シンポジウム工事用車両通行のお知らせ１
１
４
白
ｇ
ｊ
り
ｄ
Ｉ
９
ｊ
可
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｉ
Ⅲ
１
０
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
４
ｔ

県道我孫子利根線で3月中旬まで ~<らしと政治を考える～
国土交通省と市は､利根川河111敷にピオトープ等の整備を

計画しています。国土交通省では､工事の一部を今月中旬か

ら来年3月まで行います。

この工享で出る土砂を利根j11や小貝111の堤防拡幅に利用す

るため､多くのダﾝブｶー が県道我孫子利根線を通行します。

工事期間中、大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願

いします。

問い合わせ国土交通省利根jll下流工事事務所取手出張所冠

0297(72)1241

▼工事個所略図

千葉県選挙管理委員会、千葉県明るい選挙推進協議

会では、政治や選挙について理解を深めていただくた

め､講演会などを開催します。(手話通訳あり）

日時12月11日(災)13時20分～16時20分(参加無料）

場所松戸市民劇場(松戸駅西口下車徒歩5分）

内容講演｢分権社会における選挙と政治参加」講

師阿織さん(放送大学教授）
パネルディスカッション｢私たちのくらしと政治参加」

パネリスト…阿部齊さん､清水光明さん(船橋市明る

い選挙推進協議会会長)、管内在住の大学生･市民

定員300人(応募者多数の場合は抽選）

申し込み電話またはハガキ、ファクスで住所(郵便

番号)、氏名、電話番号､｢政治学級希望」を明記し↑

11月22日（消印有効）までに〒271-8560松戸市小
根本7県東葛飾支庁総務課企画係冠047(361)2175m

047(367)4348

11月は「動物による危害防止対策強化月間」です。動物

による危害や被害の発生を防ぐため、ペットを飼っている方

は､特に次のことにご協力ください。

◎子どもを増やすつもりがない飼い犬･猫は､不妊手術を受

けさせましょう。

◎犬や猫を飼えなくなったときは､新しい飼い主を探しまし

ょう｡飼い主が見つからず飼えなくなった場合は､市役所本

庁守衛室で毎週木曜日の8時30分から11時30分に引き取り

を行っていますので､犬･猫を捨てないでください。

◎犬の放し飼いは､絶対にやめましょう。散歩や運動させる

際も、引き綱をつけてください。

◎散歩中の犬のフンは､責任をもって必ず持ち帰りましょう。

◎千葉県の条例で｢危険な動物」に指定されているサルやヘ

ビなどを飼う場合は､県知事の許可を受けてください。

問い合わせ柏保健所生活衛生課冠(67)1255
ノ

山
川
Ｉ
Ⅲ
州
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
■
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

、

I

項 目

介護保険料第6期 30(金）

国民健康保険税第6期

水道料金

下水道受益者鮒金第3期

30(封

26(月）

30(金）

国民年金(払込期咽 30(金）

ファクスガイド
ファクス侵荊帳
TEL侭3)6000
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手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
実
行
委
員

会
で
は
、
第
ｎ
回
「
手
賀
沼
ふ
れ
あ

い
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
め
ざ
し
、

沼
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
力
で
き
れ
い
な
手
賀
沼
へ

季
賀
溺
ふ
れ
鰯
い
清
掃

◎
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
で
最

優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
（
写
真
左
）

２
０
０
１
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ

ス
ト
海
、
月
”
日
に
多
摩
市
で
開

催
さ
れ
、
中
学
校
Ａ
部
門
（
、
人
か

ら
弱
人
）
で
、
白
山
中
学
校
吹
奏
楽

部
（
顧
問
宮
下
・
吉
川
先
生
）
が
最

優
秀
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
ろ
っ
て
全
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に

白
山
中
学
校
「
吹
奏
楽
部
」
と
「
合
唱
部
」

|毒

受
愛
曲
は
、
オ
ペ
ラ
を
組
み
合
わ

せ
た
「
カ
ル
メ
ン
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
。

予
選
の
テ
ー
プ
審
査
に
応
募
し
た
約

１
１
０
校
の
う
ち
、
ｗ
枝
が
全
国
大

会
に
出
場
。
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

５
校
の
中
か
ら
、
み
ご
と
最
優
秀
グ

ラ
ン
プ
リ
蛍
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
吹
奏
楽
部
の
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
〃
一
昔
入
魂
音
に
命
を
心
に

感
動
を
々
が
達
成
で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
と
と
、
部
長
の
石
井
麻
由

子
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

◎
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会
で
金
賞
（
写
真
右
下
）

第
垂
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
が
、
ｍ
月
墾
日
に
名
古
屋

市
で
開
催
さ
れ
、
中
学
校
同
声
の
部

で
、
同
校
合
唱
部
（
顧
問
吉
田
・
殿

び
こ
あ
れ
こ

清
掃
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
集
合
場
所
廻
月
２
日
（
且

午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
（
雨
天
中
止
）
、

手
賀
沼
公
園
多
目
的
広
場

清
掃
場
所
手
賀
沼
公
園
と
そ
の
周

辺
道
路
、
遊
歩
道

服
装
・
持
参
す
る
物
清
掃
作
業
が

で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
軍
手
な
ど

参
加
方
法
直
接
、
集
合
場
所
へ

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
４

６
２

※
実
施
・
中
止
の
決
定
は
、
当
日
午

前
８
時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
垂

（
蓮
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５
０

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

岡
先
生
）
が
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

合
唱
部
は
部
員
数
犯
人
の
女
声
合

唱
団
。
受
賞
曲
は
プ
ー
ラ
ン
ク
の

「
小
さ
な
声
」
で
、
県
大
会
、
関
東

大
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
出
場

調
校
の
中
か
ら
金
賞
の
栄
誉
に
。
同

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
３
年
前
の
銀
賞

に
続
い
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

か
お
り

部
長
の
松
重
香
里
ざ
ん
は
、
「
今

ま
で
の
努
力
を
、
全
国
大
会
金
蛍
と

い
う
か
た
ち
に
残
せ
て
、
本
当
に
う

れ
し
い
。
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

革
配
布
日
時
・
場
所

◎
哩
月
３
日
（
月
）
＊
市
役
所
Ｃ
会
議

室
（
市
民
会
館
賊
地
内
）
：
．
王
剛
８
時

犯
分
か
ら
午
後
８
時
＊
各
支
所
・
牛

前
８
時
釦
分
か
ら
午
後
５
時
＊
根

戸
・
久
寺
家
・
天
王
台
北
・
新
木
・
布

佐
南
近
隣
セ
ン
タ
！
・
・
開
館
時
間
内

◎
皿
月
４
日
（
火
）
以
降
＊
手
賀
沼
課

（
市
役
所
西
別
館
４
階
）
…
午
前
８
時

弧
分
か
ら
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
４

６
２

2O耀諏｜
手覺彊’

礁口
「
ス
ト
レ
ス
発
散
の
つ
も
り
で
、

思
い
き
り
砲
丸
を
投
げ
た
ら
、
よ
い

記
録
が
出
ま
し
た
」

、
月
幻
日
か
ら
聖
日
ま
で
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
国
障
害
者

か
み

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
白
山
在
住
の
上

む
ら村

明
子
さ
ん
が
、
砲
丸
投
げ
で
金
メ

ダ
ル
、
釦
、
走
で
銀
メ
ダ
ル
を
独
得

上
村
明
子
さ
ん
が
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
金
メ
ダ
ル

記
録
も
友
達
も
た
く
さ
ん
つ
く
”
た
い

９
月
知
日
に
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
た
第
３
回
国
際
交
流
弁
論
大
会

で
、
我
孫
子
中
学
校
３
年
生
の
須
藤

妙
子
さ
ん
が
、
市
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

今
回
の
弁
論
大
会
に
は
、
中
学
生

か
ら
釦
代
後
半
の
社
会
人
ま
で
、
喝
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

‐
ｌ
あ
び
こ
あ
れ
こ
■
胴
■

テ
ロ
廃
絶
と
世
界
平
和
を
英
語
で
訴
え

国
際
交
流
弁
論
大
会
市
長
賞
に
須
藤
妙
子
さ
ん

鐸

曇
F

II

ノ

溌処鰯

都
内
の
建
設
会
社
で
の
仕
事
を
終

え
て
か
ら
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ

ブ
で
週
４
日
、
専
用
メ
ニ
ュ
ー
の
ト

レ
Ｉ
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。

言
れ
か
ら
も
多
く
の
大
会
に
出

て
、
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
と

と
、
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

選
手
な
ど
約
５
０
０
０
人
が
参
加
。

上
村
ざ
ん
は
、
高
校
時
代
か
ら
選

手
と
し
て
活
躍
し
、
こ
の
夏
に
は
、

ま
ひ

英
国
で
行
わ
れ
た
国
際
脳
性
麻
癖
者

（
写
真
）
、
砲
丸
投
げ
の
４
ｍ
塑
は

大
会
新
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
別
々
に

開
催
さ
れ
て
い
た
障
害
者
の
ス
ポ
ー

人
が
登
壇
。
３
人
の
外
国
人
の
方
も
、

流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を

行
い
ま
し
た
。

須
藤
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
を
取
り
上
げ
、
「
罪
も

な
い
多
く
の
人
々
を
殺
し
た
テ
ロ
リ

ス
ト
は
許
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
戦
争

は
双
方
の
国
に
悲
し
み
し
か
残
さ
な

い
と
思
い
ま
す
。
テ
ロ
の
犠
牲
者
と

世
界
平
和
の
た
め
に
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
ユ
と
英
語
で
訴
え
ま

し
た
。
（
写
真
）

な
お
、
教
育
長
賞
に
は
染
谷
亜
紗

美
ざ
ん
（
寿
）
、
国
際
交
流
協
会
会
長

賞
は
尾
張
韓
ぎ
ん
（
つ
く
し
野
）
が

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
自
己
記

シ
大
会
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
も
の
で
、

砲
丸
投
げ
の
４
ｍ
空
は
、

四
録
を
更
新
。

文芸だより
r－．あびこ･-， 短歌 俳句文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室

竹 内 旦 選山本寛太選

あ
ん
ど

踊
り
終
へ
し
安
堵
の
笑
み
に
友
戻
り
抱
へ
き
れ
ず
の
花
束

を
受
く
小
林
光
江

さ
ぎ

手
賀
沼
に
牧
水
を
迎
へ
く
れ
し
鷺
歌
に
詠
ま
れ
て
今
も
生

き
を
り

青
木
正
子

若
き
日
に
我
の
出
し
た
る
恋
文
は
妻
の
手
箱
に
束
ね
て
あ

り
ぬ
須
田
博

し
ぶ
き
あ
げ
空
中
転
回
す
る
イ
ル
カ
き
ら
め
く
巨
体
が
一

瞬
し
な
ふ
津
村
阿
里

案
ま
曇
謹
譽
り
蚕
壷
き
し
日
急
幣
っ

つ
馬
場
千
鶴
子

秋
の
夜
の
中
天
に
あ
る
満
月
の
ひ
か
り
青
み
て
舗
装
路
照

ら
す
川
上
進
也ふとん

朝
方
の
冷
ゆ
る
を
嫁
は
言
ひ
に
つ
つ
老
い
た
る
吾
に
蒲
団

重
ぬ
る
関
口
静
江

蕎
繧
ろ
言
震
く
し
て
雷
琴
り
鱗
と
茎

ふ
奥
理
吏
江

母
は
琴
父
は
お
竹
の
文
化
祭

》
ご
ノ
、
ぐ
つ

絵
手
紙
に
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
笑
む
石
榴

き
ん
じ
ゆ

秋
う
ら
ら
傘
寿
の
足
の
ゆ
る
み
が
ち

う
た

紅
葉
狩
謡
い
お
さ
め
て
す
が
れ
虫

農
種
合
志
静
惠
く

回
廊
の
人
も
も
み
じ
や
東
福
寺

秋
の
夜
認
職
が
焼
け
る
五
平
餅：

暮
れ
急
ぐ
沼
に
聴
き
た
り
秋
の
声

や
」
幸
〔
雲

十
月
の
頃
、

つ
る
を
伸
ば
し

を
つ
け
た
カ
ナ

し
た
。カ

ナ
ム
グ
ラ

な
ど
に
生
え
る

へ
い
と
げ

柄
に
刺
が
あ
り

雄
が
別
株
で
、

た
雄
の
花
穂
を

ら
し
た
松
か
さ▲雄の花穂

蕉耀鱗薑篝
のは上こでた
花下への、 や
穂方伸草茎荒

菫睾ぞ朧襄靴

手
賀
沼
の
ほ
と
り
で

、
葉
を
広
げ
、
花
穂

ム
グ
ラ
を
見
か
け
ま

カナムグラ

(くわ科） 町
田
み
ど
り

小
林
光
江

山
口
魁

須
田
利
夫

斉
藤
幸
子

中
野
武

高
橋
喬

川
上
進
也

て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ム
グ
ラ
は

齢
げ
て
服
用
す
る
と
、
利
尿
や
解
熱

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

１
１

い
ま
す
が
、
苞
は
果
実
期
に
な
る
と
、

て
の
ひ
ら

紫
褐
色
に
色
づ
き
ま
す
。
葉
は
掌
を

広
げ
た
よ
う
に
深
く
裂
け
、
粗
い
毛

が
あ
る
の
で
指
を
触
れ
る
と
ざ
ら
ざ

ら
し
た
感
触
を
受
け
ま
す
。

百
人
一
首
の
乃
謹
識
し
げ
れ
る

宿
の
さ
び
し
き
に
人
こ
そ
見
え
ね
秋

は
来
に
け
り
」
と
あ
る
八
重
葎
は
、

一
説
に
は
カ
ナ
ム
グ
ラ
で
あ
る
と
い

い
ま
す
。
別
種
に
ヤ
エ
ム
グ
ラ
の
名

を
持
つ
ア
カ
ネ
科
の
植
物
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
草
は
春
か
ら
夏
に
か
け

む
ぐ
ら

て
茂
る
葎
な
の
で
こ
の
歌
に
は
当 劃

め
ぱ
な
ほ
う

け
ま
す
。
雌
花
は
苞
と
呼
ば
れ

の
変
形
物
に
包
ま
れ
、
保
護
さ

』
‐
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で

＊
ゴ
ム
ボ
ー
ト
（
３
人
乗

り
）
〈
内
山
垂
（
錘
）
２
０

８
０
〉

申
し
込
み
連
絡
先
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
き
い
・

な
お
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ

の
掲
載
申
し
込
み
は
、
電

話
で
商
エ
観
光
課
へ
ご
連

締
く
だ
き
い
・

※
衣
類
、
自
動
車
、
生
き

物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
一

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
｜

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
一

課
・
内
線
３
２
９

■

不用品
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人口と世帯数(11月1日現在）や人口129,456人外国人808人／n世帯数48,338世帯
一
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